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インターンシップ開発期編

13：00～

14：00～
14：45～

16：30～

インターンシップの開拓、プログラム設計の考え方

プログラム設計の　演習ワーク
学生向け広報のノウハウ

発表共有

平成27年度文部科学省　大学教育再生加速プログラム（インターンシップ等を通じた教育強化）
「地域インターンシップの体制整備を通じたキャリア教育の充実」

専門人材養成研修

プログラム

対象 ・大学：インターンシップ担当教職員
・インターンシップ支援団体、インターンシップ受入団体担当者 　　　　
・インターンシップ受入企業：インターンシップ責任者・担当者　等

12/25（金）
27

第４回

13:00　17:00

平成27年度

C1
15：15～ 広報プラン　演習ワーク
15：45～ 各企業のプログラム設計・広報　ワーク

学生も企業も、
成果を高めるインターンシップ
を増やすには？

大学から企業に対して、ただの「お付き合い」でお願いするのではなく、企業の発
展につながるインターンシップを共に創りあげていくにはどうすればいいでし
ょうか。そのような実習先をどのように増やしていけばいいでしょうか。 ま
た、中長期型であっても挑戦したいという学生をどのように集め、動機
付けをすればいいでしょうか。
春休み・次年度のインターンシップ受入（拡大）に向けて、実践型イン
ターンシッププログラムの開発・設計・募集プロセスを演習します。
※専門人材の役割は、インターンシップに関係する企業、学生、大学の三者のニーズをすり合わせ、
インターンシップを実施するための関係性を構築し、インターンシッププログラムを開発・運用・評
価すること。そのために、企業、学生、大学のそれぞれに対する複合的なコーディネート能力が必要と
されます。



 

研修の流れ 

 

 

 

 

 

 

  日 程    内 容  対 象 

第 1回 

7月 29日（水） 

10：00～12：00 

「運用期」 

インターンシップの受け入れ

方・指導の仕方について考える 

・大学：インターンシップ担当教職員 

・インターンシップ支援団体、インターンシッ

プ受入団体担当者    

・受入企業：インターンシップ責任者・担当者 

第 2回 

9月 16日（水） 

13：00～15：00 

「評価期」 

インターンシップの振り返り

（効果検証・改善の仕方） 

・受入企業担当者 

・大学担当者 

・インターンシップ支援団体担当者等 

・インターンシップ受入団体担当者等 

第 3回 

11月 13日（金） 

13：00～15：00 

「カリキュラム」 

インターンシップに関するカリ

キュラム・制度設計のあり方検

討 

・大学インターンシップ担当者 

・カリキュラム担当者 等 

第 4回 

12月 25日（金） 

13：00～17：00 

「開発期」 

企業開拓から(実践型)インター

ンシップの提案・プログラム設

計、学生向け広報の作り方まで 

・大学インターンシップ担当者 

・インターンシップ支援団体担当者等 

・インターンシップ受入団体担当者等 

・（企業担当者） 

 

                               

 

                          事務局 

                          TEL：（072）240-7071 

                         FAX：（072）240-7081 

                         Mail:internship@sneeds-b-kansai.jp 

                        参加ご希望の方は、件名を「専門人材養成研修 

                        参加希望」として、氏名、所属先、連絡先を記載 

                         の上、FAXもしくはメールにて、お申込下さい。 

                             

 

 

 

 

 

申込み先・お問い合わせ 

開発期 

カリキュラム・制度設計 

④ 運用期 評価期 ① ② 

③ 


